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ラットロードーシス制御における中脳中心灰自質の解析
Analysisofmidbraincentralgraylnregulatinglordosisofrats
修士論文要旨
前田
【緒言】
中脳中心灰自質（MCG）は前脳の多くの部位より神経投射
を受け、自律機能の制御を行っている。特に、背外側部
（DLMCG）はラットなどの雌特有の性行動であるロード
ーシス発現の統御機能があると考えられている。ラットの
前脳にはロードーシス促進機構と抑制機構が存在する。視
床下部腹内側核（ⅥⅦH）にエストロゲンが作用しロードー
シスを促進する機構が存在し、外側中隔（LS）にはロードー
シス抑制機構があり、それぞれMCGに神経投射している。
本研究はロードーシス制御におけるMCGの働きを明らか
にする一歩と一一して、LSの抑制力と、VMHの促進力がMCG
にどのような経路でMCGに入るか調べるため、雌（実験
1）、雄（実験2）ラットのMCG下部に種々の切断を行いロー
ドーシスの発現を調べた。実験3，4では、MCG背内側部
（DMMCG）の働きを調べるためその部位を破壊してロード
ーシスの発現をみて、逆行性神経トレーサーである
FluoroGold（FG）をDMMCGに注入し、LSとVMHから
の神経投射を調べた。
【実験1．雌ラットのロードーシスに対する中脳中心灰自
賃前腹側部切断効果】
雌ラットの卵巣除去すると同時にMCG前腹側部に
Halaszナイフで7種類の水平切断を行い、エストロゲン含
有シリコンチューブ挿入後2，4，6日目にロードーシス行動
観察をした。ロードーシスの強さは、ロードーシス商（ロー
ドーシス数÷マウント数×100、LQ）として表した。その結
果、対照群と各切断群で、平均LQに大きな差は見られな
かった。ロ二ドーシス促進力を持つⅦ覆Hからの神経線経
と抑制力を持つLSからの神経線経は、MCGに入る直前で
接近または混在している可能性が考えられる。
【実験2．雄ラットのロードーシスに対する中脳中心灰白
質前腹側部切断効果】
雄ラットは去勢され多量のエストロゲンを投与されても
ロードーシスはほとんど示さない。それはLSの抑制力が
強力なためである。雄におけるLSの抑制力のMCGにお
ける入力部位を知るため、精巣除去雄ラットに、実験1の
方法と同様にMCG前腹側部に3種類の水平切断を行い、
ロードーシスの発現をみた。その結果、切断群は切断部位
信子（Nobuko Maeda）　　　指導：山内　見入
に関らず対照群よりも有意に高いLQを示した。本結果か
ら、LSの抑制力を持つ神経線経はMCG腹側部を前後に広
く入るものと考えられる。
【実験3．中脳中心灰自質背内側部の高周波破壊によるロ
ードーシス行動の変化】
DLMCGはロードーシス統御機能を持つが、DMMCGに
ついては調べられていない。雌ラットを卵巣除去し、高周
波破壊装置でDMMCGを破壊し、行動観察を行った。破
壊したラットは対照群と同様にすべての個体がロードーシ
スを行い、平均LQはほとんど同じであった。－BLMCGFは
ロードーシス制御に直接関係していないと考えられる。
【実験4．中脳中心灰白質背内側部への神経投射：逆行性
神経トレーサーによる解析】
LSからMCG背側部に神経投射があることが明らかにさ
れているが、DMMCGに限局した神経投射については調べ
られていない。雌ラットのDMMCGへPGを注入し、LS
とVMHのFG免疫陽性細胞を組織学的に確かめた。LS
では、中間部において腹側部や背側部よりも多く、両側に
ほぼ同量のFG陽性細胞がみられた。実験3よりDMMCG
はロードーシス制御には関与していないことが明らかであ
るので、このFG免疫陽性細胞はロードーシス抑制力とは
関係ない機能に関るものであると考えられる。VMHでは、
FG陽性細胞が全般にみられ、特に背内側部に多くみられ
た。腹外側部にはエストロゲン受容体含有細胞が集まって
おり、そこがロードーシス促進機構を持つことが明らかに
されている。従って、DMMCGへのVMHからの投射もロ
ードーシス促進力以外の機構に関与していることが考えら
れる。今後、その点を明らかにする必要があると思われる。
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